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あらまし  ネットに繋がったパソコン，タブレット，スマホを用い，体系的な英文法を習得・確認すると共に，

英語と日本語の文構造・表現の違いやその背後にある発想法の違い等を理解することで英語の読み書き能力を高

めることを目的とした英語学習支援サイトを開発した．本サイトの中核となる英語表現分類体系は，英語表現を

文法項目ごとに整理し，最大６階層に分類・体系化し，末端の分類項目に日英対訳例文対を配置したもので，中

学・高校で学ぶ英文法項目を網羅している．本サイトは，文法項目ごとに適宜，日本語学・英語学，日本語教育・

英語教育，翻訳論，自然言語処理等の成果に基づく解説なども盛り込んだ斬新な電子版文法解説書でもあり，学

習者の知的好奇心を呼び起こし，考える英語学習を促すものとなることが期待される． 
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Abstract  This paper discribes a website to learn English grammar, reading and writing by personal computer, tablet 

terminator and smartphone connected to the Internet. The website is composed of Japanese-English bilingual corpus 

classified by all grammatical items which junior high school and high school student learn. Some grammatical items give 

comments based on results by Japanese and English linguistics, Japanese and English education, translation studies, and 

natural language processing. The website will make it possible to improve English reading and writing by understanding 
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to learner to excite intellectual curiosity of learning English. 
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1. はじめに  

英会話の初心者がとりあえず特定の場面で定型的

な表現を多用して英語で対話できても，想定外のこと

が起きて非定型的な表現を自分で作り出す必要がある

場合には対応が難しくなる．ビジネスや国際会議での

発表・討論など少し内容のある話をすることは当然で

きない．本来，わかりきったことは文として表現して

伝える必要はなく，文表現は何らかの新しい情報を伝

えるものであるから，伝えたいことを文として自分で

作り出す能力が必要である．そのために基礎となるの

が正しい文を書くための文法的知識と語彙的知識であ

る．文字で表現される文字言語は，読み手が目前にい

ないうえに，読み手が不特定多数の場合も多く，情報

を発信する場面を共有していないため，言葉によって

こと細かく状況説明が必要となる．必然的に文字言語

による文表現は，対話型の音声言語に比べて，多くの

情報を盛り込もうとして複雑な構造の長文となること

が多い．英語の長文読解では文構造を把握するための

文法的知識と意味解釈をするための語彙的知識が必須

である．さらに，英文を書くためには，文法的知識と

語彙的知識だけでなく英語文が作り出される根底にあ

る基本的な考え方・発想法を理解するとともに，網羅

的で良質な日英対訳用例も有用である．  

本稿では英語を読んで理解したり，英語で書いて情

報発信するのに役立つ知識体系としての英文法を習



 

  
 

 

得・確認するとともに，英語と日本語の文構造・表現

の違いやその背後にある発想法の違い等を理解するこ

とで英語の読み書き能力を高めることを目的とし，学

習者の知的好奇心を呼び起こし，考える英語学習を促

す本当の英語力を養成することを目指して開発した英

語学習支援サイトについて述べる．２章では，本サイ

トの中核である英語表現分類体系について述べる．３

章では英語表現分類体系を組み込んで構築した英語学

習支援サイトについて述べ，その活用法にもふれる．

終わりにでは，本サイトを今後どのように発展させて

いくかなどについて述べる．  

 

2. 英語表現分類体系  

2. 1. 英語表現分類体系の概要 

英語表現分類体系は英語表現を文法項目ごとに整

理して，最大６階層（大分類・中分類・小分類・細分

類・詳細分類・極詳細分類）に分類・体系化し，末端

の分類項目に日英対訳例文対を配置したものである．

本体系は文法項目を実例によって確認・理解するのに

適切な精選された日英対訳例文対約１万文（名詞句な

ど句レベルのものを含む）を収録している．日英対訳

例文対の英語文は中・高校生が理解できるレベルの短

文とし、日英対訳例文対の日本語文は外国人の日本語

学習用にも使えるように平易で素直な短文とした．極

力，文脈・状況に依存しない文とした．中・高校生用

の教科書・参考書・辞書等から文法項目ごとに適切な

例文を収集し，それらを上記の条件を満たす文に人手

で丹念に書き換えなどして日英対訳例文対を構築した． 

文法項目は中学・高校で学ぶ英文法項目を網羅して

おり，各分類項目を学習内容の単位である単元として，

学習を進めていけるようになっている．文法項目ごと

に適宜 2.2 で述べるように様々な観点からの｢解説、ま

とめ｣を記述するとともに日英対訳例文対ごとに必要

に応じて｢コメント｣を付与することによって英語学習

の手助けとしている． 

本体系は斬新な電子版文法解説書にもなっており，

従来，とかく無味乾燥と思われがちな文法学習に新風

を送り込み，学習者に言語表現の奥底にひそむ論理や

表現者の認識などを発見させ，文法学習をはじめとす

る英語学習を学習者の知的好奇心を呼び起こす知的な

活動と実感するようになることが期待される．  

2. 2. 解説・まとめにおける説明例 

解説・まとめには日本語学・英語学、日本語教育・

英語教育、翻訳論の成果や筆者自身が長年、大学・企

業で取り組んできた自然言語処理、とりわけ日英機械

翻訳や言語知識データ（文法，電子化辞書，文型パタ

ーン，シソーラスなど）の研究開発で得られた知見（コ

ンピュータによる言語の解析処理や翻訳処理の方法論，

言語データの分析結果等）などを適宜盛り込んでいる． 

このような解説・まとめの項目例を以下に示す． 

・S+V+O+O と S+V+O+前置詞句 

・時制から見た日本語と英語の違い 

・相からみた日本語動詞の分類 

・副助詞「は」・格助詞「が」  

・二重主格構文  

・機能動詞構文 

・種類・個体（定・不定） 

・日本語の連体節 

・関係節（限定用法）と冠詞 

・時制の一致 

・無生物主語構文 

・名詞構文 

・日本語文における省略要素の補完 

・動詞連用中止 

・「名詞１+の+名詞２」型名詞句 

・大域構造名詞句 

・大域構造複合名詞 

このような解説・まとめによって，以下の例のよう

な従来，見落としがちな点や気がついてもうまく説明

できない点について明確な説明を与えている．  

１）通常，言い換え可能とされる「He gave me the book」

（第４文型）と「He gave the book to me」（第３文

型）にはどのような意味上の違いがあるのか．  

＝まとめ「S+V+O+O と S+V+O+前置詞句」の説明＝  

文中の語順は，聞き手・読み手が知っている既知

の情報 (旧情報 )を表す要素から聞き手・読み手に

とって未知の情報 (新情報 )を表す要素へと進む。  

  S+V+O+O；He gave me a book. (「彼は私に本をく

れた」me(私に )が旧情報，a book(本を )が新情報 )，

S+V+O+前置詞句；He gave a book to me.  (「彼は本

を私にくれた」a book(本を )が旧情報，to me(私に )

が新情報 )．日本語では，述語が文末にあるので，

最新情報は述語の直前に位置する．  

２）関係代名詞節で限定される先行詞には常に定冠詞

がつくと思い込んでいないか．不定冠詞がつく場

合には定冠詞がつく場合とどのような意味上の違

いがあるのか．  

 ＝解説「関係節 (限定用法 )と冠詞」の説明＝  

関係節 (関係代名詞・関係副詞 )で限定されている

先行詞に必ず定冠詞が付与されるわけではなく，

特定の人や物 (動物・事物 )である場合のみ先行詞

に定冠詞を付与する．This is the book which I told 

you about last time.(これはこの前あなたに話した

本です ).<この前話に聞いた本は聞き手・読み手に

と っ て 既 知 の 特 定 の 本 と 考 え ら れ る の で ，



 

  
 

 

book(本 )に定冠詞を付与>，This is the book which I 

bought yesterday.(これが昨日私が買った本です )<

昨日私が本を買ったことは既に話題にのぼってお

り，本は聞き手・読み手にとって既知の特定の本

と考えられるので，book(本 )に定冠詞を付与>．  

関係節 (関係代名詞・関係副詞 )で限定されている

先行詞に必ず定冠詞が付与されるわけではなく，

特定の人や物 (動物・事物 )でない場合，先行詞に

不定冠詞を付与する． This is a book which is 

written in English.( これは英語で書かれた本で

す ).<英語で書かれた本は何冊もあると考えられ

るので，book(本 )に不特定の１つを表す不定冠詞

を付与>，This is a book which I bought yesterday.(こ

れは昨日私が買った本です )<昨日私が本を買った

ことが初めて話題にのぼり，本は聞き手・読み手

にとって未知の不特定の本と考えられるので，

book(本 )に不定冠詞を付与> 

３）日本語独特の二重主格構文（「象は鼻が長い」など

のハ・ガ構文）を英語でどのように表現するか．  

 ＝解説「二重主格構文」の説明＝  

日本語では２つの表層的な主格 (～が，～は )を持

つ単文があり，二重主格構文と言われている．そ

の典型が「象は鼻が長い」のような「～は～が…

<述語>」構文である．形容詞 (形容動詞 )述語が典

型であるが，状態性の動詞 (ある，… )述語も「彼

はお金がある」のような二重主格構文で表現でき

る．二重主格構文の代表的なタイプには以下の６

つがある．英語にはこのような表現がないため，

英作文においては，二重主格文を単一の主格をも

った通常の文に書き換えたうえで英語に訳出する

などの工夫が必要である． Elephants have long 

trunks.(象は鼻が長い )，「象は長い鼻を持っている」

に書き換えて英訳．  

・見かけの二重主格構文：日本語文が二重主格構文

の形をしていても「～が<述語>」が tall(背が高い )，

able(能力がある )，good at ～ (～が上手だ )のよう

に英語で１単語になったり，熟語になったりする

ものは二重主格構文を回避するための日本語書

き換えが不要である．He is tall.(彼は背が高い ) 

<「背が高い」で英単語 tall に訳出できれば二重主

格構文の問題は生じない>，He has a child.(彼には

子供がいる )<(A に B がいる )を (A have B)に訳出で

きれば二重主格構文の問題は生じない> 

・副詞句への変換型：時間を表す副詞的名詞 +副助

詞「は」を含むもので，副助詞「は」を削除して

副助詞「は」より構成された後置詞句を時間を表

す副詞句に書き換えることにより，二重主格構文

を回避する． It is fine today.(今日は天気が良い ) 

「今日，天気が良い」に書き換えて英訳．  

・対象のが格型：本来，格助詞「を」で表される対格

(対象格 )を格助詞「が」で代行できる対象のが格を  

持つもので，感情を表す情意形容詞に限定される．  

格助詞「が」を格助詞「を」に書き換えることによ

って，二重主格構文を回避する．He likes her.(彼は

彼女が好きだ )，「彼は彼女を好きだ」に書き換えて

英訳．  

・連用格助詞への置換型：副助詞「は」が格助詞「が」

以外の連用型の格助詞 (を，に，で，… )を代行して

いるもので，副助詞「は」を代行している格助詞に

書き換えることにより，二重主格構文を回避する．

There are a lot of temples in Kyoto.(京都は寺が多い )，

「京都に寺が多い」に書き換えて英訳．  

・所有構文化型：副助詞「は」が連体格助詞「の」を

代行して「A の B が<形容詞>」に書き換えられるも

ので，A と B の間に全体 -部分の関係が成り立つもの

は，「A は<形容詞>B を持っている」に書き換えるこ

とにより，二重主格構文を回避する． She has long 

hair.(彼女は髪が長い )，「彼女は長い髪を持っている」

に書き換えて英訳．  

・連体格助詞への置換型：副助詞「は」が連体格助詞

「の」を代行して「A の B が<形容詞>」に書き換え

られるもので，A と B の間に全体 -部分の関係が成り

立たないものは，「A の B が<形容詞>」に書き換え

ることにより，二重主格構文を回避する．Friction of 

ice is small.(氷は摩擦が小さい )，「氷の摩擦が小さい」

と書き換えて英訳．  

４）通常，「彼は出かけた」は「彼が出かけた」より中  

  立的表現であるが，逆に「雨が降っている」「犬が

いる」は「雨は降っている」「犬はいる」より中立

的表現となるのはなぜか．そもそも「～が」「～は」

にはどのような意味上の違いがあるのか．  

＝解説「副助詞「は」・格助詞「が」」の説明＝  

・「は」は副助詞であり，名詞+副助詞「は」という後

置詞句 (助詞句 )を構成し，話し手・書き手の「もの」

に対する捉え方 (主題 (普遍性，特殊性 )，対照 )を表示

する．格を表すわけではない (英語にはこのような働

きの語はない )が，副助詞「は」で格助詞「が，を，

に，…」を代行することができ，そのなかでも「が」

を代行することが極めて多いため，一般に主格を表

しているとみなされている． The house is on the 

hill.(その家は丘の上にある )<聞き手・読み手にとっ

て既知の個体 (定 )としての「家」> 

・「が」は格助詞と呼ばれ，名詞+格助詞「が」という

後置詞句 (助詞句 )を構成し，主格となる．しかし，

日本語では格助詞は単に格を表すだけでなく，話し

手・書き手の「もの」に対する捉え方を表す．格助



 

  
 

 

詞「が」は個別性・限定性・排他性を表す．There is 

a house on the hill.(丘の上に家がある )<聞き手・読み

手にとって未知の個体 (不定 )としての「家」> 

・副助詞「は」を主題 (総称，文脈指示 )と対照に，格

助詞「が」を中立叙述，総記，目的格に分け，「は」

は旧情報 (主題 )，「が」は新情報 (主格 )を表す (久野の

助詞は・が論 )．Birds fly.(鳥は飛ぶ )<主題 (総称 );種類

としての「鳥」>，He is a student.(彼は学生だ )<主題

(文脈指示 );個体 (不定 )としての「学生」>，It is raining, 

but It is not snowing.(雨は降っていますが，雪は降っ

ていません )<対照>//A bird is flying.(鳥が飛んでい

る )<中立叙述 ; 個体 (不定 )としての「鳥」>，Only he 

is a student.(彼が学生だ )<総記 ;個体 (不定 )としての

「学生」>，He is the student.(彼がその学生だ )<総記 ;

個体 (定 )としての「学生」>，He likes her.(彼は彼女

が好きだ )<目的格「彼は彼女を好きだ」を意味する> 

・人，事物，現象の存在を見つけ，伝える存現文 (現象

文 )では，特別な文脈・状況を除き，主題化が起こり

にくく，副助詞「は」はもっぱら対照の意味で使わ

れることが多い．It is raining.(雨が降っている )<中立

叙述 ;現象としての「雨」を表現>，It is raining, but It 

is not snowing.(雨は降っていますが，雪は降ってい

ません )<「雨」と「雪」を対照した表現，「雨は降っ

ている」は特別な文脈・状況で使われる表現>//A dog 

is barking.(犬が吠えている )<中立叙述 ;現象としての

「吠える」を表現，「犬は吠えている」は特別な文

脈・状況で使われる表現だが，「犬は吠える」は「犬

という動物は吠える」の意味 を表現 >//A dog is 

here.(犬がいる )<中立叙述に対応 ; 個体 (不定 )として

の「犬」が話し手・書き手の目前にいることを表す，

「犬はいる」は特別な文脈・状況で使われる表現> 

2. 3. 英語表現分類体系における分類項目 

（１）英語表現分類体系の上位の分類項目  

・英語表現分類体系（大分類）  

単文｜重文｜複文｜基本名詞句｜基本複合名詞    

・「単文」の直下の中分類  

基本文型（五文型 /句動詞 /句形容詞）｜  

基本文種別（平叙文 /疑問文 /命令文 /感嘆文）｜  

時制（現在・過去・未来）｜  

相（開始・進行・完了・状態性など）｜  

態（使役・受身）｜     

様相（推量・義務・要求・意志・可能など）｜  

特殊構文（１）（非人称 it 構文 /存在構文 /否定構文 /

比較構文 /無生物主語構文 /名詞構文など）｜  

前置詞｜名詞・代名詞｜形容詞｜副詞｜  

同形語・多義語の訳し分け（Ｊ）｜  

準動詞  （不定詞、動名詞、分詞）  

・「重文」の直下の中分類  

等位接続詞  

・「複文」の直下の中分類  

従属接続詞（ that 節 /whether･if 節 /疑問詞節 /疑問詞+

不定詞 /副詞節型）｜  

関係詞（関係代名詞 /関係副詞）｜  

仮定法表現｜時制の一致・話法｜  

特殊構文（２）（相関型比較表現 /慣用的否定表現 / 

強調表現 /倒置表現 /省略表現）｜  

主節・従属節における格要素補完（Ｊ）｜  

曖昧さのある接続語の訳し分け（Ｊ）  

・「基本名詞句」の直下の中分類  

限定名詞句｜単純名詞句｜  

「名詞１+の+名詞２」型名詞句（Ｊ）｜  

 大域構造名詞句（Ｊ）｜融合型名詞句  

・「基本複合名詞」の直下の中分類  

時間表現｜数・数量表現｜  

限定詞修飾型複合名詞（Ｊ）｜  

機能語支配型複合名詞（Ｊ）｜  

大域構造複合名詞（Ｊ）｜複合名詞型用言（Ｊ）  

（２）英語表現分類体系の下位の分類項目例  

・「態（使役・受身）」の直下の小分類  

使役｜受身｜その他    

・「受身」の直下の細分類  

直接受身｜間接受身 (---)｜被役 (使役＋受身 )｜  

能動受身 (---) 

・「直接受身」の直下の詳細分類  

受動態と能動態｜be+過去分詞+---+by ～｜  

be+過去分詞+---+to/with ～｜be+過去分詞+---｜  

特殊な受身構文  |  

日本語で能動態、英語で受動態の文  

・「受動態と能動態」の直下の極詳細分類  

末端の分類項目 (対訳例文対 )として，以下に示すよう

な｢解説 受動態と能動態」（青字で表示された「解説

ウインドウの名称」），「受身における状態・動作」（青

地に赤字で表示された対訳例文対をさらに細分化した

「グループ名」）及び本項目に関連した対訳例文対が表

示される．「受動態と能動態」の部分にタッチすると解

説ウインドウが開き，「  受動態と能動態」の解説が表

示される（｢解説ウインドウ｣の右上の×、または右下

の close の部分をタッチすると解説ウインドウは閉じ、

解説ウインドウが開く前の状態に戻る）．日英対訳例文

対の英語文の直後には必要に応じて；で始まる学習の

手助けとなるようなコメントが付けられている．  

------------------------------------------------  

 l  解説 受動態と能動態  l    

--------------------------------------------------  

l  受身における状態・動作 l 

--------------------------------------------------  



 

  
 

 

門は１日中閉められていた。  

The gate was shut all day long. ；文脈により「～ (さ )

れている」という状態を表す。 be 動詞の代わりに

lie/remain/stand を用いると「状態」の意味合いが明確

になる。  

門は９時に閉められた。  

The gate was shut at nine. ；文脈により「～ (さ )れる」

という動作を表す。be 動詞の代わりに get/become/grow

を用いると「動作」の意味合いが明確になる。  

彼女はみんなに愛されている。  

She is loved by everyone.  ；感情などを表す動詞 (love, 

hate, ---)の受身は文脈によらず状態を表す。  

 

3. 英語学習支援サイト  

3.1. 英語学習支援サイトの概要  

英語学習支援サイトは，英語を読んで理解したり，

英語で書いて情報発信するのに役立つ知識体系として

の英文法を習得・確認するとともに，英語と日本語の

文構造・表現の違いやその背後にある発想法の違い等

を理解することで英語の読み書き能力を高めることを

目的として開発されたものである。本サイトは（株）

ラングテックの社内に設置されたサーバ上にあり、イ

ンターネットを介して、パソコン，タブレット端末，

スマホのどれからも利用することができる．  

 本サイトは文字言語を対象としているが，文字で表

現される文でも，中学の英語の教科書の文やＥメール，

ＳＮＳなどでは話し言葉風の表現も多いことを考慮し

て，書き言葉だけでなく，話し言葉にも対応している．  

3.2. 英語学習支援サイトにおけるユーザ  

インタフェース  

（１）英語表現分類体系の表示  

本サイトにログインした直後は，英語表現分類体系

の画面が表示される．英語表現分類体系以外の画面が

表示されている場合，本サイトの実行画面の上部に表

示されるメニューから｢英語表現分類体系｣を選択する

と，英語表現分類体系の画面が表示される．英語表現

分類体系では最初に大分類が表示される．  

以下、英語表現分類体系を表示するユーザインタフ

ェースを例で説明する．  

・｢単文｣にタッチすると，「単文」の直下の中分類が表

示される．  

・｢基本文種別｣にタッチすると，「基本文種別」の直下

の小分類が表示される．  

・｢疑問文｣にタッチすると，「疑問文」の直下の細分類

が表示される．  

・｢疑問詞あり疑問文｣にタッチすると，「疑問詞あり疑

問文」の直下の詳細分類が表示される．  

・｢疑問代名詞 (who,---)｣にタッチすると，「疑問代名詞

(who,---)」の直下の末端の分類項目 (対訳例文対 )とし

て｢まとめ 疑問代名詞 (who,---)」，及び本項目に関

連した対訳例文対が表示される．対訳例文対は以下

の青地に赤字で表示されたグループ名をもった２

つのグループに細分化されて表示される．  

疑問代名詞 (who,---)一般表現  

疑問代名詞 (who,what)特殊表現  

 なお、グループ名には，「＜動詞文＞ {た /だ}に違い

ない  (--- must have <過去分詞>)」のように日英の文

表現の骨格部分の対応関係を表示したものもあり、

日英対訳例文対の日本語表現「雪が降ったに違いな

い。」に対応する英語表現「 It must have snowed.」の

骨格部分の対応関係がすぐ分るようになっている． 

・日英対訳例文対の英語文の直後には必要に応じて；  

 で始まる学習の手助けとなるようなコメントが付け   

られている．  

・青字で表示された，｢まとめ 疑問詞代名詞 (who, 

--)｣の部分にタッチすると｢まとめウインドウ｣が開  

き，疑問代名詞に関する基本的知識がまとめとして  

表示される．｢まとめウインドウ｣の右上の×，また

は右下の close の部分をタッチするとウインドウは

閉じ，ウインドウが開く前の状態に戻る．  

・｢まとめウインドウ｣と同様な動作をするものとし  

て｢解説ウインドウ｣があり，文法項目を様々な観点  

からの解説として表示される．なお，大分類のすぐ

上に，その部分にタッチすると｢解説ウインドウ｣を

開く以下の文字列が表示されている．  

｢解説 英語文の基本構造｣ 

｢解説 日本語と比べた英語文の特徴｣  

｢解説 英語文の表記法｣  

（２）「解説・まとめ一覧」の表示  

本サイトの実行画面の上部に表示されるメニュー

から「解説・まとめ一覧」を選択すると，英語表現分

類体系内から開ける「解説ウインドウ」，「まとめウイ

ンドウ」の名称一覧が表示される．「解説・まとめ一覧」

内の「解説ウインドウの名称」にタッチすると「解説

ウインドウ」を，「まとめウインドウの名称」にタッチ

すると「まとめウインドウ」を開くことができる．ウ

インドウの閉じ方は，英語表現分類体系からウインド

ウを開いた場合と同様である．  

（３）「お知らせ」の表示  

本サイトの実行画面の上部に表示されるメニュー

から｢お知らせ｣を選択すると，本サイトの操作法，お

よび本サイトに関する最新情報が表示される．  

（４）ログアウト  

本サイトの実行画面の上部に表示されるメニュー

から｢ログアウト｣を選択すると，本サイトの処理を終

了させることができる．  



 

  
 

 

3.3. 英語学習支援サイトの教育分野での活用  

（１）英語の授業での活用  

・ 中学や高校で学ぶ英文法項目を網羅した日英対訳例

文対である英語表現分類体系を基に，文法項目や英

語基本構文を復習・確認しながら，日本語と英語の

比較対照を通して，学習者に言語表現の奥底にひそ

む論理や表現者の認識などを発見させ，文法学習を

はじめとする英語学習を学習者の知的好奇心を呼

び起こす知的な活動と実感するようになる英語（英

文法・英語の読み書きなど）の授業が行える．  

・冠詞付与，名詞の数の決定，適切な前置詞の選択，

多義語の訳し分けなど英作文の難しい点について

豊富な対訳例文対を用いた授業が行える．  

・英語との比較対照を通して日本語や英語の構造や発

想を理解させる授業が行える．  

（２）自習による生徒・学生の英語力アップ  

・中学や高校で学ぶ英文法項目を網羅した日英対訳例

文対である英語表現分類体系を基に、文法項目や英

語基本構文を復習・確認しながら日本語と英語の比

較対照を通して英文法・英語の読み書きなど英語の  

学習・演習を行える．また，通信教育における自宅

学習にも利用できる．  

・英語の苦手な生徒・学生にとっては中学英語レベル

から復習を簡単に行える（大学生の英語のリメディ

アル教育にも役立つ）．  

（３）日本語教育・国語教育での活用  

日本語を学習中の外国人留学生の日本語教育に利

用できるだけでなく、国語教育において，日本語文

のより深い読解力の養成や分りやすく簡潔な日本

語文を作成する教育に活用できる．  

 

4. 終わりに  

ＩＴ技術の著しい進歩により，情報端末であるタブ

レット端末が教育現場に導入され，２０２０年頃まで

には生徒各自が自分用のタブレット端末を持つ時代に

なると言われており，タブレット端末を利用した使い

勝手がよく学習効果のある教材が要請されている． 

本稿で報告した英語学習支援サイトは，このような

要請にこたえるものとして開発されたもので，インタ

ーネットを介して、パソコン，タブレット端末，スマ

ホのどれからも手軽に利用することができる．本サイ

トは，英語の読み書きに必要な知識体系としての英文

法を習得・確認し，英語と日本語の文構造・表現の違

いやその背後にある発想法の違い等を理解することで

英語の読み書き能力を高めることを目的とし，学習者

の知的好奇心を呼び起こし，考える英語学習を促す本

当の英語力を養成することを目指している．  

本サイトは，教育機関の先生が英語の授業に利用す

るだけでなく，教育機関で英語を学んでいる生徒・学

生，英語で情報発信するために英語を基礎から学び直

したり，英語力をスキルアップしようとする大学生・

社会人にもインターネットを利用した手軽な英語学習

支援サイトとしての利用が期待される．さらに，外国

人向けの日本語教育や日本人向けの国語教育にも利用

できると考えている．英語表現分類体系は，日本語学・

英語学，日本語教育・英語教育，翻訳論，自然言語処

理の教育・研究に従事する人やそれらを学ぶ人にも役

立つ言語データとしての活用が期待される．  

今後，ＮＰＯ法人ＡＬＲ *と連携して，本サイトの

普及に取り組み，多くの方々に実際に本サイトを使っ

てもらい，ユーザの意見を集約して，ユーザインタフ

ェースの改良，より使いやすい機能の導入などを進め，

よりよいサイトとしていく予定である．  

＊ＮＰＯ法人ＡＬＲ（ the Association for Language 

Research）とは「特定非営利活動法人言語研究アソシ

エーション」（代表理事：佐良木昌氏，事務所：名古屋

市）で，日本語学・英語学，日本語教育・英語教育，

翻訳論，自然言語処理の研究者・教育者・翻訳家など

が参加し，言語表現にかかわる学術研究と技術開発を

推進し，その成果を広く社会に公開する活動に取り組

んでいる．  
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